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和服の肩幅と後ろ幅の寸法差による
縫代処理の材料的考察
前田　和子・小川　秀子
An Investigation of the Clothing Materials for Kimono Construction 
-About the Length Differences between Shoulder and Back- 
by 
Kazuko Maeda, Hideko Ogawa
1　緒 言
　日本人の身体の発育の向上に伴って，体が細くて手の長い体型が増加している。「日本人の体格
調査報告」（1978～1981）から和服寸法に関係深い腰囲と背肩幅の関連をみると，同一腰囲におけ
る背肩幅の分布が広く，和服寸法の割出しからみて後ろ幅が狭く桁丈の長い体型がふえているこ
とがわかる。一方和服地は色彩，素材等のニューファッション化の傾向は進んでいるが反物自体
の改革はあまり行なわれず，並幅一反として販売されているものを主として使用している現状で
ある。従って和服を構成する時後ろ幅が狭く肩幅か薪い場合，脇から袖付け線の縫代は，図1の
ようになりそのまま折り込んで仕上げる為に耳の長さが不足し，袖付下部から身入つ口，脇の上
部に縫代つれが生じる。そこで和服における肩幅と後ろ幅の寸法差によるしまつの方法について
検討するため，本学で実習に用いている単衣長着の布地10種について，材料と伸び率，アイロン
の扱いとの関係を実験し若干の成績をえたので報告する。
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図1
　　A～B　　38cm　（袖つけ23cm＋身八つ口15cm）
　　　　　　　　　　（袖つけ23cm＋身八つロ15cm＋20cm）　 58cmA～C
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II実験方法
　（1）標付けの傾斜によるつれ量の測定
　図1に示すように肩幅と後ろ幅の差が大きい時，標付け線の傾斜は大となり縫代を身頃側に折
ることにより不足量Dは増加する。Dは計算によって求めることも出来るが，ここでは和紙上で
図1の方式により測定した。身長160cm，布幅37cm，後ろ幅27cmの時，肩幅と後ろ幅の差2cm～8
cmの各々について測定した結果表1を得た。縫代を仕末するためには開き分Dの寸法が不足す
る。
　従来このつれ量の仕末の方法には，①袖つけから脇線の傾斜をゆるくするために脇縫の裾から
80cm～100cmの点（着装して脇線の見える長さ）と肩幅を結ぶ線とする。②男物長着のように内揚
げの縫代を開いて不足分にあてる。③絹，毛等の単衣長着では，脇縫代が身頃に平らに納まる所
まで縫代を細く折りくける等がある。そこで布地の耳の伸びを求める為次の測定をした。
　（2＞耳等の伸び量の測定一オートグラフP100型（島津製作所）を使用し、表2による試料布を
試験長200mm，巾50mmのたて地とし耳あり，耳なしの各々5枚について引張速度100m濫i、，チャート
スピード400mnA，i、で実施し，切断強度（kg）と伸び率（cm）から伸度（％）を算出し，それぞれの平
均値を求めた。また次のアイロン実験との関連をみるため引張伸長の初期の伸び（10kg～20kg）
の状況をみた。
表1　肩幅と後ろ幅の差による各部の寸法　　表2　　　　　試料布の諸元
（　　cm）
試　料　布　名 組　織 糸密度 剛軟度
A～B’ 〆～C’
組成　繊　維
@　　（％）
厚　さ
imm） 轡魑 5・肱肩　幅と
繧?搓ｷ
D（開き） E（肩山）
1 浴衣地 綿　100％ 平　織 0，33327274442
2 38．05 58．0 0．8（0．2）0．6（0．8） 2 〃（縞） 〃 〃 0，32134247347
3 38．1 58．1 1．05 0．65 3 藍木綿 〃 〃 0，45922216249
4 38．2 58．15 1．3 0．7 4 モスリン 毛　100％ 〃 0，25428263530
5 58．25 1．7 0．7 5 アンサンブル地 〃 〃 0，32232214232
6 58．35 2．0 0．6 6 紬　1 絹　100％ 〃 0，28331 254739
7 58．5 2．4 0．4
7 紬　H 〃 〃 0，216392641 43
8 58．6 2．4 0．15
8 縮緬 〃 紋縮緬 0，44758412732
9 綿 〃 搦紹織 0，16435253641
（　）38cmの位置10シルック ポリエステル100°紋織 0，24539323741
（3）アイロン実験による試料の伸び量ともどり量
実験方法は授業時に使用するアイロン状況に近い条件を下記のように設定した。
1
2
34
スチームアイロン
（H社IS－7800R）
ドライアイロン
（N社NI－501AF）
アイロン温度
アイロン操作時の状態
　　　1　　駆動速度
性 能　　本体の大きさ　かけ面　重量
　　　（縦，横，高さcm）　　CM2
100V－700W　　27，11，13．5　約160
100V－500W　　24，11，12
ダイヤノレによる
JIS－L－0217に従い毎秒3cm
9
k5　1
約160　0．95
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5
り乙り0 圧力
測定位置と方法
立位で通常の荷重
試料の中心50cmの問を同一方向にかけ
同一人の操作3回の平均
切り込みは5cm間隔に深さ5mm耳線に45度の角度
試料とアイロンの種類
　試料1～3（綿）　　　ドライ，スチームの2種
　　　4～5（毛）　　　　スチーム，切り込みスチームの2種
　　　鋼欝）｝ドライ訓込みドライ・　tJI］・D込みスチームの3種
　　　8～9（絹）　　　ドライ，切り込みドライの2種
III結果及び考察
　オートグラフP100型引張試験の結果，①耳ありと耳なしの比較では図2のように殆んどの試料
において切断強度は耳ありが大であり，伸度では耳なしが大であった。本文では脇縫の耳の処理
について考察するので以後耳ありの結果のみについてのべる。②図3は，各試料の平均値におけ
る荷重伸長曲線と切断面の伸度cmと荷重kgを示す。切断強度は試料1～5は低く6～10は高い。
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　　図2　切断強度と伸度
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図3　試料片の荷重伸長曲線
1　浴衣地（柄）cm
2　　存　く縞｝
3　藍木綿
4　モスリン
5　アンサンブル地
6　紬　1
7　紬　H
8　縮緬　　　　2
9　季呂
10　シル7ク
1
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図4　引張伸長（10～20kg）
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切断時における伸び率では5のウールアンサンブル地，6の紬8の縮緬は大であり，10のシルッ
クは強度・伸度とも特に大きい。③図4は，引張り伸長の初期の伸び（10kg～20kg迄）の状況を
示したものである。試料3の藍木綿，2の浴衣地，8の縮緬，5のウールアンサンブル地はよく
伸び，6の紬は特に伸びが低く，本題の縫代処理の困難点と一致する。この図は次のアイロンの
実験と関連をみるため10kg～20kgの状況をみたものである。
1浴衣地
2浴衣地縞
3藍木綿
4　モスリン
5アンサンブル地
6紬1
7紬II
8縮緬
9組
10シルック
國直後
榎コ1hr後
■24hr後
　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
1～5 スチームアイロン
（福
賜
調
ゆ
teр狽 l
～10　ドライアイロン
　23　4　5　6　　8　10
　　　　　試　料
24hr後
1hr後
直後
5　アイロンによる伸び率 6　アイロン直後からみたもどり率
　　　　0　　　1　　　2　　　3
ドラ・塵 Y『7『一竈伸弊％
　　膿1ニム
0シル・ノク　ドライ
　　切ドライ
　　切スチーム
7　耳処理のちがいによる伸び率（直後）
モスリン
アンサンブル地
紬1
紬∬
0シルック
　　　！　　　2　　　3　　4　　　5 （％）
スチーム
翻切スチーム
8　スチームと切りスチームアイロンの伸び率
　　　　　　　　　　　　　　　　（24hr後）
アイロンによる実験の結果，①図5ではアイロンかけ直後の伸び率及び1時間，24時間放置後
状況を示した。伸び率の高いのは試料2，3の木綿地，5のウールアンサンブル地，8の縮緬
で，6の紬，10のシルックは特に伸び率は低く前の引張り試験の結果と同傾向を示す。②図6
アイロンかけ直後の長さを0とした時の1時間後，24時間後のもどり率である。図5，図6か
みてアイロンかけ直後最もよく伸びたのは8の縮緬であるが，もどり率は高く24時間後では最
の伸びから45％もどる。仕立て時に平らに処理をしても後で縫代の耳が縮み表にしわの生ずる
とがわかる。③図7は伸びの低い試料6の紬，10のシルックについてアイロンかけ時の耳の処
のちがいによる伸び率を比較した。ドライアイロンで伸ばす方法にくらべ切り込みを入れたス
ームアイロンの伸び率は大きく，6の紬1ではドライの2．7倍，10のシルックでは2．4倍を示す。
図8では通常ドライアイロンのみを使用する試料4　－」’10についてスチームアイロンと切り込み
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スチームアイロンの伸び率を比較した。伸び
の低い試料6，7，10は，切り込みスチーム
アイロンの効果は大きい。また試料6，7，
10のアイロンもどり率は図6でみるように1
時間後のもどり率はないが24時間後では大き
く6は33％，7は27％，10は40％もどるので
他にくらべ扱いにくい材料であることがわか
る。⑤図9は引張り伸長（％）とアイロンか
け24時間後のもどり率の関係を示す。伸び率
の少ないものはもどり率が高いがこの関係は
50
もどり率
u巳
7
＼．　　　＼．＿＿
の　び　率
ca（％）
図9引張り伸長とアイロン24hr後のもどり率の関係
直線的ではない。この図の中で特にばらつきのある6の紬1は前の図3の荷重伸重曲線の10kg
～30kgの上向きカーブが示すように経糸の影響が大きく，かざり効果を出す節糸を用い初期に力
が加わり伸びにくいものであり，また緒元に示す如く厚さも大で，紬IIにくらべると経糸が固く，
糸を変化させ風合いをざっくりと織りあげたものである。
表3　アイPンかけの違いによる伸び率
肩幅と後幅の差（cm）
一一一一一一i）　ドライアイロン
ー◎　切り込みドライ
　…☆スチーム
（24hr後） ・…・噤@切り込みスチーム
試料 ドライ スチーム 切ドライ 切スチーム 2　　　3　　　4　　　5　　　6 7 8
不足量
1 2．4 2．8
試　料　　　　｛％） 1．3　　　　　1．7　　　　　2．2　　　　　2．9　　　　　3．4 4．1 4．1
1 ……
2 4．8 5．6 2
3 3．8 6．8 3 一一一一一……… 煤
4 1．6 2．8 4 一一…一一一一・ 凵E・一・…一一………一一一★
5 5．6 6．2
5 騨「 弁☆
6 …一…
6 0．4 0．4 1．4 轡 o…一一一★
2．0 3．2，7 2．4 8 o
8 4．6 7．8 9 o
10 Q－・…一………★
9 2．4 3．4
10 0．6 0．8 1．8 図10　不足量Dとアイロンによる伸び率の関係
（ ％　）
　⑥表3はアイロンかけのちがいによる伸び率を示す。図10は肩幅と後ろ幅の差が2cm～8cmあ
る時耳が納まる斜線の長さ（図1）において不足量となったDの割合（％）に対し表3のアイロ
ンかけによる伸び率（％）の位置を符号で記入した。いま肩幅と後ろ幅の差が最も問題となる3
cm～5　cmの間では，図10より次のようなアイロンの扱いが考えられる。綿の試料1，2，3では
ドライアイロンからスチームアイロンの範囲，毛の4，5ではスチームアイロンから切り込みス
チームの範囲，絹の6は前記の通り特例とみると絹の7，8，9はドライアイロンから切り込み
ドライアイロンの範囲で不足量をおよそまかなうことが出来る。耳の伸びにくい試料10は切り込
みスチームアイロンでようやく1．8％にとどまる。
　特に伸び率の低い紬とシルックについて，切り込み数2倍にしスチームアイロンで実験し24時
間後測定した所，平均で紬は直後2％，24時間後1．8％の伸び，シルックは直後2．4％，24時間後
1．0％である。アイロンかけ直後には耳に近い部分が伸びるが，もどり率は大きく，切り込みを多
くした効果を得ることが出来ない。
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IV　ま　　と　　め
　着用者にあう寸法で和服を構成する場合，細めの後ろ幅から広い肩幅への傾斜の縫代仕末のた
め各試料の耳の伸び率，もどり率，アイロンの扱い等をみた結果次のようである。
　1　オートグラフの引張り荷重と伸長曲線では諸元にみる各々の繊維，糸，織り等の特徴をよ
　　　く示している。
9乙9」
4
5
　和服の着用時に膝や轡部の布地が伸びにくく
直線的に着る和服時の長所とも考えられる。本題の肩幅と後ろ幅の差が大きい場合伸びの少ない
布地では耳を伸ばす以外の方法を用いる必要があり，この点から寺西正文氏の提案（参考文献よ
り）による内揚げ位置等の問題も含み今後の検討としたい。
　終りにこの実験等に御指導をいただいた西沢信先生に深く感謝申し上げます。
試料の引張りの初期伸び率とアイロンによる伸び率はおよそ一致した。
アイロンかけ直後の伸び率から経時後にもどりがあり，伸び率の少ない6，7，10の24時
間後のもどり率は大きい。また試料8では24時間後45％のもどりを示し，これらはアイロ
ンかけ直後に縫代を平らに処理しても，もどりによるしわが生ずることを示す。
アイロンで耳を伸ばすには耳の切り込みとスチームアイロンの効果は大きい。通常ドライ
アイロンを使用している絹で非常に耳が伸びにくい時，布地によっては切り込みを入れス
チームアイロンをかけることにより伸び率を増すことが出来る。
肩幅と後ろ幅の差による不足量Dと，アイロンかけ24時間後の伸び率の関係から，肩幅と
後ろ幅の差が3cm～5cmの不足量の範囲内では，アイロンかけの種類を選択し耳を伸ばす
ことによりおよその必要量を得ることが出来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，また伸びのもどりが大きい紬等の布地はむしろ
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